
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

  
順番 塾生氏名 題     名 

1 山瀬 悦朗 「野口のざいしょを ずっといつまでも」 

2 中島 正次 「福祉的農業」 

3 上坂 正治 「まちづくりと公共交通」 

4 吉倉 雅人 「五十の手習い塾 研修成果」 

5 中野ミチ子 
「『人』をつなぐ一枚のはがき」 

～「幸せのおすそ分け」をはがき一枚に託して 交流のまちづくりへ提案～ 

6 松平  勝 「いまみつめているもの」 

7 岩﨑 豊久 「合掌造り集落の案内と雪の除雪応援について」 

8 菊池 喜彦 「特産物（干柿）規格外の商品化 

9 筏  淳子 
「学びを『まちづくり』につなげましょう 

～南砺で何の種をまくのか！ どう生かすのか！～ 

10 浅田 賢修 「地域と農業のコラボレーションで守る」 

11 上牧  浩 「チャレンジ」 

12 中川 裕子 
「人のつながりを活かし 南砺の郷土料理を残す」 

～農家レストラン「OCATTE」の提案～ 

13 塚本 欣治 「祭りだ 祭りだ 夜高祭りだ」 

14 能登 智子 「キラキラ度 UPのお手伝い」 

15 山崎 信浩 「五十の手習い塾に参加して」 

 

◇日時／会場 

★平成２７年２月１日（日）１４時～ 

★いのくち椿館 多目的ホール 
◇次 第 
 14時 00分～  開会 
 14時 05分～  研修を振り返って 
 14時 10分～  研修成果発表（塾生１５名） 
 15時 35分～  総評 <市長> 
 15時 50分～  第 2期生修了式 
 
◇目  的 
市では、“まちづくりは人づくり”と言われるように、地域の課題を見出し解決に向けて取り組む
には、リーダーの存在が不可欠であることから、「七転び八起塾」に続き、幅広い年代層を対象と
した「五十の手習い塾」を開講してきました。これまでの研修における学びを活かし、魅力あるま
ちづくりや活力あるまちづくりなど、まちづくり事業（活動）として何をしたいか。何ができるか。何
を考えているかなどについて、塾生の想いやこれからの行動について、１年の成果として発表す
るもの。 
 

 

◇修了式 
１．開 会 
２．修了証授与 
３．塾長あいさつ 
４．市長あいさつ 
５．塾生代表謝辞 
６．閉 会       ※記念撮影 

 
 

 



 
 
 
・宮口侗廸（みやぐち としみち）早稲田大学教授を塾長に、地域経営の観点からまちづく

りや地域づくりに必要な研修を、外部講師を招いて５回実施。 

・国内の先進的なまちづくり事例の視察（宮城県大崎市、栗原市、岩手県遠野市） 

 

 

 日時／会場 内容等 講師等 

1 
６月２０日（金）18:30～ 

[桜ヶ池クアガーデン] 

開講式（塾長講話） 

「かくれた力を見える力に」 

塾長（早稲田大学大学院教授） 

 宮口 侗廸 

演題 

「活力ある地域をそだてる」 

法政大学 大学院教授 

地域づくり団体全国協議会長 

 岡崎 昌之 氏 

2 
７月１９日（土）19:00～ 

[上平行政センター] 

演題 

「地域づくりは 自分づくりから」 

北海道ツーリズム協会 

事務局長 武田 耕次 氏 

3 

８月２日（土）19:00～ 

[利賀地域：  

古民家の宿「おかべ」] 

演題 

「素のまんまの田舎の魅力を伝える 

『農家民宿』 ～幸せな私～」 

大分県旧安心院町 

農家民宿「舟板昔ばなしの家」 

中山 ミヤ子 氏 

4 
8 月３０日（土）19:00～ 

[福野庁舎 講堂] 

講義 

「地域サポート人材を活用した 

地域再生のあり方」 

全国地域リーダー養成塾主任講師  

法政大学准教授 図司 直也 氏 

5 
9 月１３日（土）19:00～ 

[福光庁舎別館 3 階] 

講義 

「創造的過疎時代の到来 

～若者と女性は魅力ある地方を目指す～ 

島根県邑南町役場  

商工観光課 

観光振興係長 寺本 英仁 氏 

6 
10 月 22 日（水）23 日（木） 

24 日（金）※２泊３日 

先進的なまちづくり事例視察（2 泊 3 日） 

① 宮城県大崎市  「鳴子の米プロジェクト」 

② 宮城県栗原市  「くりはら田園観光都市の取り組み」 

③ 岩手県遠野市  「遠野ツーリズムの推進」 

7 
１１月２０日（木）18:30～ 

[「アスモ」２階大会議室］ 
「ファシリテーター養成講座」 

特定非営利法人 NPO 政策研究所 

 理事 谷内博史 氏 

8 

１２月２０日（木）19:00～ 

[「アスモ」２階大会議室］ 

 

「塾長講話」 

・五十の手習い塾を振り返って 

・研修のまとめ（研修成果）のつくり方 

塾長（早稲田大学大学院教授） 

 宮口 侗廸 


